
今月号の話題

u にいがた連携公開講座（中央）

u 村上市健民少年団募金活動（村上）

u 親育ち講座（村上）

u 親子で楽しむ音楽講座（荒川）

u 職員紹介「荒川地区公民館」

u サークル紹介（神林）

u イベント告知 １月・２月の予定

村上市生涯学習推進センター 発行

回覧

マナボーテ村上
１月号２０１８年

これからもめまぐるしく変化する社会情勢

において、市民のみなさんがいきいきと暮ら

せる学びの場の提供を県や関係機関と連携し

推進していきます。

また、県立生涯学習推進センターのホーム

ページ「ラ・ラ・ネット」では、県内各地で

受講できる講座を紹介していますのでご覧く

ださい。

「にいがた連携公開講座」は、県教育委員

会と県内の大学や市町村などが連携して県民

にとって身近でかつ地域ニーズに対応したテ

ーマで開催する公開講座です。今年は長岡

市・津南町・魚沼市・聖籠町・胎内市・関川

村・柏崎市・村上市・上越市（開催順）で行

われました。

本市では、１２月５日（火）「にいがた連携

公開講座２０１７」を市民ふれあいセンター

を会場に開催しました。新潟産業大学准教授

蓮池薫氏に「拉致問題の本質と解決への道」

と題してご講演いただきました。

拉致された当時の様子や拉致の目的、北朝

鮮での生活などを克明に語っていただきまし

た。核やミサイル問題、日本海側に相次いで

漂着している木造船にもふれ、「平和の中でな

ければ拉致問題は解決できない」「有事になれ

ば、今以上の人が流れ着くことになる。安閑

とはしていられない」と述べていました。

蓮池 薫 氏 講演会「拉致問題の本質と解決への道」
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【岩船地区隊】

１２月２５日（月）岩船横新町「朝市」で

募金活動をおこないました。波浪警報が発表

されるほどの強い風の中、そして横殴りの雨

のなか、団員が「歳末たすけあい募金お願い

しまーす」と声をかけると、朝市に来たお客

様が「寒いのにご苦労様」と笑顔で募金をし

てくださいました。

【寄付金を届けました】

みなさまからご寄付いただいた９７，０３２

円は村上市社会福祉協議会に届けさせていた

だきました。たくさんのご寄付ありがとうご

ざいました。

村上市健民少年団では、「歳末たすけあい募

金活動」を行いました。日ごろ野外活動や宿

泊体験活動などを実施していますが、地域に

貢献する活動として毎年年末の時期に各地区

隊で募金活動をしています。

【山辺里地区隊】

１２月１６日（土）冷たい雨が降る中、イ

オン村上東店、ウオロク村上店、ウオロク村

上東店で募金活動を行いました。団員たちは

大きな声で募金の協力を呼びかけました。

募金活動の後は、地区のまちづくり協議会

が考案した「さべり焼き」の健民少年団バー

ジョン「健少焼き」を作って食べました。団

員たちは自分の作った健少焼きを美味しそう

に食べ、２０１７年最後の活動を笑顔で終え

ることが出来ました。

【村上・瀬波・上海府地区隊】

１２月１７日（日）北風の強い中、六斎市、

JA ふれあい市 よれっしゃ・こいっちゃ、YZ

マート、原信村上西店で募金活動を行いました。

恒例となっている餅つきでは、指導員と息

をあわせ一生懸命ついていました。出来上が

った餅を雑煮にしたり、あんこやきなこで食

べました。あまりの美味しさにあっという間

に完食していました。

歳末たすけあい募金
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１２月２日（土）村上地区公民館では、教

育研修コーチング協会理事長 小林富貴子氏

を講師に「思春期の親と子のコミュニケーシ

ョン講座」を開催しました。

平成２６年度より実施しているコーチング

講座で未就学児や小学生の保護者を対象とし

てきましたが、中学生、高校生等の保護者か

ら思春期の子どもと向き合う講座を希望する

声が多く聞かれ、今回は「思春期編」を開催

しました。

思春期の子どもは、身体と心のアンバラン

スに戸惑い、様々な不安やストレスを抱えた

結果、周囲に反抗的な態度をとることなどを

具体的に話していただきました。

負のスパイラルから抜け出すコーチングス

キルの習得として、２人１組となりシナリオ

に従いロールプレイングを行いました。否定

的な言葉より肯定的な言葉を使った会話が、

あらゆる人間関係において信頼関係を築くこ

とができること、特に思春期の子どもとのコ

ミュニケーション関係をスムーズにとりたい

場合は、「肯定語」が必須であることを実感で

きた講座となりました。

１２月２日（土）荒川地区公民館を会場に

「親子で楽しむ音楽講座」を行いました。新

潟青陵大学短期大学部 幼児教育学科准教授

野口雅史氏を講師にお招きし、用意された世

界各国の大小さまざまな楽器に実際にふれ

て、音を出してみながら親子で音の世界に親

しみました。見たことのない楽器や、不思議

な音の出る楽器に、大人も子どもたちも興味

津々の様子。参加者みんなで合奏を楽しむ場

面もあり、子どもたちみんながとても楽しそ

うに合奏していました。

後半は、プロの声楽家である野口講師のミ

ニコンサートを大ホールにて行いました。プ

ロが演奏するピアノと素晴らしい歌声を実際

に聞くことができ、大人も子どもも貴重な体

験となりました。

親育ち講座
ドクターフキコのコーチング思春期編

たくさんの楽器に

興味しんしん（上）
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荒川地区公民館主催 荒川囲碁・将棋大会

恒例の囲碁・将棋大会を行います。将棋は子どもの

部もあります。みなさんふるってご参加ください。

と き ３月４日（日）午前９時～

ところ 荒川地区公民館 和室

【囲碁】有段者の部、一般の部

【将棋】有段者の部（A・B）、一般の部（学生含む）、

子どもの部（小学生まで）

対 象 市内在住・在勤の方

参加費 無料

申込み ２月１６日（金）まで荒川地区公民館へ

TEL:６２－３０５０

親子で音に親しもう

親子で楽しむ音楽講座

すばらしい美声と演奏のミニコンサート

親子でHappy「バレンタインDay

スイーツ講座」と「プチ子育て講座」

親子でスイーツを作って大切な家族にプレゼント

してみませんか。

と き ２月１１日（日）午前９時３０分～

ところ マナボーテ村上

対 象 園児・小学生とその保護者

参加費 １０００円（１組）※当日徴収します

持ち物 エプロン、三角巾、手拭きタオル

定 員 １２組 ※応募多数の場合は抽選

申込み １月２６日（金）まで村上地区公民館へ

TEL：５３－５１１１



１月・２月の予定

１月２１日（日）市長杯争奪新春将棋大会（村上）

のんびりパパ cafe（中央）

２月１１日（日）バレンタインDayスイーツ講座(村上)

２月２５日（日）親子で楽しむおはなしの会（荒川）

サ
ー
ク
ル
紹
介

広報誌「マナボーテ村上」の問合せ先

村上市生涯学習課 中央公民館

TEL ５３－２４４６

FAX ５３－２９７７

e-mail manabi@city.murakami.lg.jp
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広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。
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と
」
を
目
的

と
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
を
大
切
に
し
て
い
る
方
々

か
ら
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

荒
川
地
区
で
は
今
年
度
よ
り
、
家
庭
教
育
支
援
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。「
親
子
の
じ
か
ん
講
座
」
と
題
し
、
忙
し
い
毎
日

を
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
親
子
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
と
子
育
て
に
関

す
る
情
報
の
場
を
提
供
し

〝
ま
た
行
き
た
い
ね
っ
！
〟

と
思
え
る
講
座
作
り
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

荒
川
地
区
公
民
館
に

は
、
各
種
講
座
や
教
室
、

荒
川
図
書
室
に
は
学
習
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
明

る
く
元
気
な
対
応
を
心
掛

け
て
お
り
ま
す
の
で
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
花
・
野
花
の
会
は
、
月
一
回
・
月
曜
日
の
午
後
一
時
半

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
は
岩
船
・
村
上
・
坂
町
・
胎

内
の
四
ヶ
所
に
あ
り
、
岩
船
地
域
は
神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
野
の
花
や
庭
の
花
、
畑
の
花
、
草
花
、
野

菜
、
く
だ
も
の
、
道
端
の
雑
草
、
花
屋
さ
ん
の
花
も
含
め
て
何
で

も
使
い
、
花
器
は
、
生
活
雑
貨
や
古
道
具
・
箱
・
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は
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ぞ
れ
自
分
の
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の
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達
に
そ
の
楽
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を
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
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ラ
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ィ
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た
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ら
う
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に
夢
中
に
な
り
、
回
を
重
ね
て
花

の
セ
ン
ス
を
学
ん
で
い
く
』

長
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ら
十
七
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続

け
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。

一
月
と
二
月
は
お
休
み
で
す

が
、
三
月
か
ら
ま
た
ス
タ
ー
ト

し
ま
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。
は
じ
め
て
の
人
も
是

非
、
楽
し
さ
を
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。
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